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《今後価格動向要注意商品》

 食品 味噌 →

 食品 豆乳 原料（大豆）は安定。 →

 食品 ヤングコーン タイ産は比較的供給安定だが、現地工場により不安定要素あり。 ↑

 食品 中国産みかん缶 年一作商品の為 各社在庫にバラつきあり。 ↑

 食品 麻竹類 ↓

 食品 中国フルーツ缶 チェリー大減産により出荷調整中。新規不可。 ↑

 食品 中国うずら缶 タイ産ほか企業により遅れ発生。ベトナム産相場感注意。 ↑

 食品 国内コーン 不作により極品薄。割り当て。輸入品への代替も検討。 ↑

 食品 タイ産コーン タイ産コーンは各社バラつきあるが、基本再開。 ↓

 食品 中国産なめこ 生産者不足により減産傾向。新規は慎重。 ↑

 食品 アスパラガス 生産者不足により減産傾向。新規は慎重。 ↑

 食品 ツナ チャンクの需要が多くメーカーによっては欠品もあり。フレークは比較的安定。 ↑

 食品 ジュース ↑

 食品 りんご原料品 ↑

 食品 梅干製品（国産） ↓

 食品 しょうが 中国産は中国国内での需要拡大の影響により価格が高騰。 ↑

 食品 栗甘露煮 中国産原料はほぼ例年並み。 →

 食品 パインアップル 原料不足で産地（タイ産 ⇒ フィリピン産）に変更のメーカーあり。 ↑

 食品 紀州梅 豊作。但し来年度の収穫の期待値は低い。 ↓

 食品 ダークスイートチェリー 原料調達が困難でアメリカ産 ⇒ 国産に切り替わり容量・価格見直しへ。 ↑

 冷食 国産農産品 ↑

 冷食 輸入農産品 ↑

 冷食 中国産にんにく ↑

 冷食 ホタテ貝柱 →

 冷食 ボイル帆立・ベビー帆立 ↓

 冷食 輸入鶏肉 ↑

 冷食 輸入牛肉 ↑

 冷食 輸入豚肉 ↑

酒類 全般（飲用・酒類調味料） 原料アルコール、糖類の値上がりを要因とする製品値上げ。 ↑

原料（大豆）は安定。価格改定あるもメーカー毎ではない。
各メーカー麹関係に力を入れ始めている。

ストリップ、スライスは上げ予想から一転、若干下げ相場へ。
相場感注意。ホールは企業により品薄。

国産梅は豊作。（値下げをしているメーカーもあり）
但し来年度の収穫の期待値は低い。

オレンジ・リンゴ不作による価格高騰・出荷調整。（特にオレンジは壊滅的）

青森県産・長野県産の収穫予想は前年比約７８％の水準まで下落。
原料品に影響の可能性。

円安の影響と、日本はこれまで安すぎたことから生産国から厳しい評価を受けている。
その中で生産国の自国消費や日本以外の輸出が堅調な為 高騰。

中国輸出停止の影響で先々も引き合いが弱体化することから
在庫を消化したい意向もあり弱含みで推移。

輸入各社為替円安を注視しており150円を超えて
安定すると価格改定の動きとなる様子。

ソテーオニオン、インゲン、枝豆等製造コストが全般的に上がっており値上げ。

9月在庫を減らしたい意向の販売はひと段落。10月になり9月出船は
各社大方予想通りの24,000ｔ台。この先は需要拡大等の影響あり強含みで推移。

相変わらず安値横ばいで推移しているが 大型サイズや小型サイズは在庫要確認。

天候不順の影響、作付け面積の減少により減産となる。
むきにんにくをはじめ値上げが確実。

円安の影響と米国の干ばつの影響で高騰。
また、回復には時間がかかるため長期化する見込み。
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